
TC3-FS型  （ トヨックスシリコーンホース専用継手 ）トヨコネクタ ® 取扱説明書

□ 各部の名称（ 材質 ）
ホース挿入部

平行ネジ

ピン

スリーブツバ

すき間なし

ピン穴

ホース挿入部

ホース挿入部の突き当たり

ホース

③袋ナット  SCS13（ SUS304相当 ）

※袋ナット内面表面処理( フッ素コーティング ）

② スリーブ（ ＰVDF ）

　　　　　  注意 ・ よく切れるカッターの刃でホースを切断してください。
　　　　　　　   ・ ホース切断面が斜めの場合は、ホースが抜ける恐れが
　　　　　　　      ありますのでホース端面を垂直に切断してください。
　　　　　　　   ・ ホースの端面に糸屑が出ている場合は、ニッパー等で
　　　　　　　      除去してください。
　　　　　　　   ・ ホース屑、糸屑がホース内に入らないように注意してください。
　　　　　　　   ・ 継手付近にホースの曲げ応力等が掛らないように、ホース長さを
　　　　　　　      十分確保してください。
　　3. 継手の組み込み
　　　 ホースに③袋ナットを通してください。
　　　 ②スリーブを①ニップルのホース挿入部に通して、取り付けてください。
　　　　 　 注意　スリーブがホース挿入部の突き当りまで入ったかを確認してください。
　　　　　 　　　 その際、スリーブ底面のピンとホース挿入部の突き当たりにあるピン穴の位置が 
　　　　　 　　　 合っていることを確認してください。
　　　　　 　　　 ( スリーブのツバとニップル平行ネジ部の間に隙間がある場合、スリーブの 
　　　　　 　　　   挿入不足です。ピンとピン穴の位置を合わせてスリーブを取り付けてください。 )

ホース端面は、できるだけ垂直に切り落としてください。
○ ×

○

×

○

×

×

① ニップル SCS16（ SUS316L相当 ）

　　1. 袋ナットの取りはずし
　　　 ③袋ナット及び②スリーブを①ニップルより外してください。
　　2. ホース長さ位置決めとホースの切断
　　　 ①ニップルツバ端面にホース端面を合わせてホース長さを調整してください。
　　　　  ホースに引っぱりの要素が加わらないようにご注意ください。　　　　 

ご使用前に必ずお読みください。
トヨコネクタを、｢ 正しくお使いいただくため ｣の説明です。
ホース単品同様、ご使用にあたっては制限がありますので下記の注意事項を必ずお守りください。
万一、お守りいただけない場合は、負傷・物的損害の発生する恐れがあります。

警告 ・・・ 死亡または重傷を負う可能性がある状態。

施工上の注意
  1. ホースカットの際は、ホース端面が垂直になるようにカットしてください。
  2. 継手付近にホースの曲げ応力がかからない様に、ホース長さを十分確保してください。
  3. ホース挿入部の根元までホースが挿入されている事をご確認ください。
  4. 　警告 ホースを挿入する際に、ホース挿入部表面に油等を塗らないでください。
　　 　　　ホース抜け発生の原因になります。
  5. スリーブの向きを確認後、袋ナットを締め上げてください。
  6. 　警告 袋ナットは、すき間がなくなるまで締め上げてください。
　　 　　　すき間がある状態でご使用されますと流体漏れやホース抜けによるトラブルが発生します。
　　 　　　また、締め付け時に工具の滑りによるケガをしないようにご注意ください。
  7. 袋ナットの締め上げには　“ モンキー（ モーター ）レンチ ”　をご使用ください。
 　  “ パイプレンチ ”　は使用しないでください。袋ナットを傷つけます。
 　  締め付け時に工具の滑りによるケガをしないようにご注意ください。
  8. 締め上げる際には、右図のように必ずニップルの平坦部を他の “ モンキー（モーター）レンチ ” で固定してください。
  9. 　警告 袋ナットの締め上げの際に、まれに樹脂の削り粉（ 又は糸状の物 ）が発生する場合があります。
　　 　　　十分に取り除いてからご使用ください。
10. ホース挿入部及びスリーブに刃物等で傷をつけないでください。
11. 施工後に、継手部からのホース抜けや流体漏れが生じていない事を確認してからご使用ください。
12. 施工時には、継手の鋭利な部分でケガをしないようにご注意ください。

ホース取付手順

      1.  本製品は、トヨックスホース専用の継手です。
          他社ホース及び適合ホース以外に接続された場合は、性能を十分に発揮・維持できない場合が
          ありますので何ら保証はいたしません。
          ※ 適合ホースは継手によって異なります。カタログまたはホームページでご確認ください。
      2. 継手の使用最高温度は140℃です。
          適合ホースの取扱説明書『ホース使用時の注意』( 使用温度範囲 )を必ずお確かめの上、使用最高温度140℃及び
          適合ホースの使用最高温度を超えない様にご使用ください。また、適合ホースの使用圧力範囲内でご使用ください。
      3. 負圧使用可能ホースを負圧でご使用の場合、用途・条件( 温度・動き等 )によってはご使用になれない場合があります。
      4. 継手付近で、ホースを極端に曲げた状態で使用しないでください。
          ホースの最小曲げ半径より大きい曲げ半径でご使用ください。
      5. 　警告 ホース内に流体を通している時は、継手の組立・分解作業はしないでください。
       　　  流体漏れやホース抜け発生の恐れがあります｡
      6. ご使用期間中は、継手部からのホース抜けや流体漏れが発生していないか始業点検・定期点検を実施してください。
      7. 　警告 下記の用途での配管には使用しないでください。
       　　  継手破損、ホース破裂、ホース抜けが発生する恐れがあります。
       　　・電磁弁配管等の配管内に衝撃圧がかかる配管
 　　・継手部に振動及び衝撃が加わる箇所
 　　・使用最高温度が140℃を超える用途
 　　・常にホースに引っ張りの応力がかかる用途
 　　・ホースに帯電するような用途( 感電する危険があります )
      8. 使用前には、必ずホース内の滅菌・殺菌作業をしてください。( 商品出荷時は殺菌処理はしていません。)
      9. ホースや継手の内面以外を流体に接触させないようにしてください。ホース補強層に流体が浸透したり、継手部に流体が残り、
          雑菌の繁殖（付着）、ホースの劣化が発生する恐れがあります。また、外面に付着したほこりやホースの断片（補強材）が
          混入する恐れがあります。
    10. 洗浄時には、硬いブラシ等で表面をこすらないでください。部品表面に傷が付き雑菌が溜まる恐れがあります。
    11. 直射日光の当たらない、温度及び湿度の低いところで保管してください。
　　    また、継手内に異物、ホコリが入らないよう保管してください。
    12. 廃棄の場合は、それぞれの地域の分別処理に従ってください。 

使用時の注意

継手の再使用とホース交換に関する注意

警告
1. 本製品の流路( 内面 )の材質はSCS16( SUS316L相当 )を使用しています。流体の種類によっては腐食や流体漏れが生じる場合があります。
    ご使用前にご確認( カタログ、ホームページ記載の耐薬品データ参照 )またはフリーダイヤルにてお問い合わせください。
    継手外面への流体物の接触に関しても同様にご確認ください。
2. ホースをねじった状態で配管 ・ 使用しないでください。ねじれがかかった場合、ホースの内部構造が変形し、「 破裂 」に至り、危険です。
    次の例を参考にして、適切な処置を講じてください。

              注意 日々の分解洗浄用継手ではありません。 
　　　　  警告 ホース交換 ・ 継手の分解作業は、継手が常温まで冷えた状態で作業してください。
　　　　  火傷や、継手を傷める恐れがあります。
      1. 本製品の再使用時には、各部品の損傷がないことを確認後、使用してください。必ずスリーブを交換してください。
      2. ホース交換時には、必ず継手表面に付着した流体や汚れを取り除いてください。流体漏れやホース抜け発生の恐れがあります。
      3. 本製品の再使用時には、必ず新しいホースを使用してください。
      4. ホース交換時に、ニップル表面をカッター等で傷付けないでください。流体漏れ発生の恐れがあります。
      5. 袋ナット、ねじ等は柔らかいブラシでゴミ・ホコリ等の異物を取り除いてください。
      6. スリーブが亀裂、破損、変形又は変色していた場合は直ちに新しい部品と交換してください。性能を十分に発揮できない場合があります。
      7. TC3-FS型は使用条件等により異なりますが5回程度の取り外しを目安に新品の継手に交換してください。
　　8. 継手をハンマーで叩かないでください。

禁止 禁止

例1） 配管時のホースのねじれ 例2） 曲げたときのねじれOK 
（ 処置後 ）

OK 
（ 処置後 ）

ねじれ

□

○
本社 / 黒部　サービスセンター / 東京・名古屋・大阪

ISO 14001認証取得 19.06.2

　       ⑤ ニップルの平坦部を他の“ モンキー（ モーター ）レンチ”で固定し、
　 　　 　袋ナットをすき間がなくなるまで締め上げてください。　 　　 　
　 　　 　（ パイプレンチは、使用しないでください。部品を傷つけます。 ）
　 　　 　　注意 締め上げ不足の場合、流体漏れ、ホース抜けの危険性があります。
　 　　 　　注意 締め上げの際に、まれに樹脂や金属の削り粉（ 又は糸状の物 ）が発生する場合があります。
　　　 　　   　  十分に取り除いてからご使用ください。
　       ⑥ 配管に市販サニタリークランプを使用して固定してください。
　　　　  ホースにねじれが無いように配管に取り付けてください。
      4. 配管内の洗浄作業・・・必ず実施してください。
　       ① 各配管を接続した後で、配管内を洗浄してください。
　       ② 洗浄後に、継手の袋ナットが緩んでいないか確認してください。
　 　　　 袋ナットが緩んでいましたら、袋ナットを増し締めしてください。

※ 取り付け方法は各ホース共通です。

②スリーブがズレないよう手で押さえながら、ホースをニップルツバ端面へ向けて
　 深く挿入してください。
　 （ ホース挿入後、スリーブを前後に揺さぶり、ガタつき等がないかを確認してください。
　   ガタつき等がある場合は挿入不足です。スリーブのガタつきがなくなるまでホースを
　   挿入してください。 ）
③袋ナットを手の力で止まる程度に締め上げてください。

ニップルツバ端面

すき間なし

ニップルツバ端面

すき間あり

平行ネジ スリーブツバ

すき間あり

平坦部
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ita
ry

 c
la

m
p.

 
　

 　
　

   
  F

it 
th

e 
ho

se
 to

 th
e 

pi
pi

ng
 w

ith
ou

t a
 tw

is
t.

   
   

4.
 C

le
an

in
g 

in
si

de
 th

e 
Pi

pi
ng

 ··
· B

e 
su

re
 to

 p
er

fo
rm

.
　

   
   

 ①
 C

on
ne

ct
 p

ip
in

g 
be

fo
re

 c
le

an
in

g 
in

si
de

 th
e 

pi
pi

ng
.

　
   

   
 ②

 A
fte

r c
le

an
in

g,
 m

ak
e 

su
re

 th
at

 th
e 

he
xa

go
na

l c
ap

 n
ut

 is
 n

ot
 g

ap
.  

If 
it 

is
 g

ap
, r

et
ig

ht
en

 it
.

※ 
In

st
al

la
tio

n 
m

et
ho

d 
is

 c
om

m
on

 fo
r e

ac
h 

ho
se

.

③
 W

hi
le

 h
ol

di
ng

 d
ow

n 
th

e 
sl

ee
ve

 in
 p

la
ce

 s
o 

as
 n

ot
 to

 s
lip

, i
ns

er
t t

he
 h

os
e 

de
ep

ly
 

　
 to

w
ar

ds
 th

e 
ni

pp
le

 fl
an

ge
 e

nd
 s

ur
fa

ce
.

　
 （

 U
po

n 
in

se
rti

ng
 th

e 
ho

se
, s

ha
ke

 th
e 

sl
ee

ve
 b

ac
k-

an
d-

fo
rth

 to
 c

on
fir

m
 th

er
e 

is
 n

o 
w

ob
bl

in
g.

　
 T

he
 h

os
e 

ne
ed

s 
to

 b
e 

in
se

rte
d 

al
l t

he
 w

ay
 if

 w
ob

bl
in

g 
re

m
ai

ns
.In

se
rt 

th
e 

ho
se

 u
nt

il 
th

er
e 

is
 

　
 n

o 
w

ob
bl

in
g 

of
 th

e 
sl

ee
ve

. ）
④

  T
ig

ht
en

 th
e 

ca
p 

nu
t w

ith
 y

ou
r h

an
d 

w
el

l e
no

ug
h 

to
 m

ak
e 

th
e 

nu
t s

ta
y 

th
er

e.

Pa
ra

lle
l s

cr
ew

Pa
ra

lle
l s

cr
ew

Sl
ee

ve
 fl

an
ge

N
o 

ga
p

○ ×

Sl
ee

ve
 fl

an
ge

G
ap

Pi
n

Pi
nh

ol
e

H
os

e 
in

se
rti

on
 p

ar
t

En
d 

of
 th

e 
ho

se
 in

se
rti

on
 p

ar
t

○ ×

En
d 

pl
an

e 
of

 th
e

ni
pp

le
 fl

an
ge

N
o
 g
ap

En
d 

pl
an

e 
of

 th
e 

ni
pp

le
 fl

an
ge

G
ap

B
e 

su
re

 to
 re

ad
 th

is
 m

an
ua

l b
ef

or
e 

us
in

g 
th

e 
co

nn
ec

to
r.

W
ar

ni
ng

 : 
A 

po
te

nt
ia

lly
 h

az
ar

do
us

 s
itu

at
io

n 
w

hi
ch

 c
ou

ld
 re

su
lt 

in
 d

ea
th

 o
r s

er
io

us
 in

ju
ry

.

N
am

es
 o

f p
ar

ts
 ( 

m
at

er
ia

ls
 )

Ex
am

pl
e 

1 
) 

Tw
is

te
d 

ho
se

 w
hi

le
 p

ip
in

g

Pr
oh

ib
ite

d
Pr

oh
ib

ite
d

Ex
am

pl
e 

2 
) 

Tw
is

t w
he

n 
be

nt
O

K
( M

ea
su

re
s 

ta
ke

n 
)

O
K

( M
ea

su
re

s 
ta

ke
n 

)

Tw
is

t

IS
O

 1
40

01
 c

er
tif

ie
d

ht
tp

s:
//w

w
w

.to
yo

x.
co

.jp

H
os

e 
in

se
rti

on
 p

ar
t

T
C

3-
FS

型
 （

 T
O

Y
O

X
 S

IL
IC

O
N

E胶
管

专
用

接
头

 ）
T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
®
 使

用
说

明
书

□
 各

部
位

的
名

称
（

材
质

）

　
　

　
　

　
  
 注

意
・

请
用

刀
刃

足
够

锋
利

的
切

割
器

切
断

胶
管

。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
胶

管
切

断
面

歪
斜

时
，

可
能

会
造

成
胶

管
脱

落
，

因
此

请
垂

直
切

割
胶

管
端

面
。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
胶

管
的

端
面

有
线

头
露

出
时

，
请

用
钳

子
等

工
具

清
除

。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
请

注
意

勿
使

胶
管

碎
屑

或
线

头
进

入
胶

管
内

部
。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
请

确
保

足
够

的
胶

管
长

度
，

以
免

接
头

附
近

承
受

胶
管

的
弯

曲
应

力
等

。

　
　

3
. 接

头
的

组
装

　
　

　
 ①

 将
盖

形
螺

母
套

到
胶

管
上

。

　
　

　
 ②

 将
套

管
套

到
管

接
头

的
胶

管
插

入
部

上
安

装
。

　
　

　
　

 　
  

注
意

  
确

认
套

管
是

否
进

入
到

胶
管

插
入

部
的

尽
头

。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  此

时
，

确
认

套
管

底
面

的
栓

销
与

胶
管

插
入

部
尽

头
的

销
孔

的
位

置
是

否
吻

合
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 (

 如
果

套
管

的
凸

缘
与

管
接

头
平

行
螺

纹
部

之
间

有
间

隙
，

则
说

明
未

充
分

插
入

套
管

。

　
　

　
　

　
 　

　
　

  
 将

栓
销

与
销

孔
的

位
置

对
齐

后
安

装
。

 )

栓
销

销
孔

胶
管

插
入

部

胶
管

插
入

部
的

尽
头

平
行

螺
纹

管
接

头
凸

缘

无
间

隙

○ ×

平
行

螺
纹

管
接

头
凸

缘

有
间

隙

请
尽

量
垂

直
切

除
胶

管
端

面
。

○
×

×

　
　

1.
 盖

形
螺

母
的

拆
卸

　
　

　
 ①

 从
管

接
头

上
卸

掉
盖

形
螺

母
和

套
管

。

　
　

2
. 胶

管
长

度
位

置
的

确
定

与
胶

管
的

切
断

　
　

　
 ①

 将
胶

管
端

面
与

接
头

凸
缘

端
面

对
齐

，
调

整
胶

管
长

度
。

  
  
  
  
  
  
  
请

注
意

勿
对

胶
管

施
加

拉
力

。
　

　
　

　
 

使
用

前
请

务
必

阅
读

本
说

明
书

。
这

是
“

 正
确

使
用

 ”
T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
的

说
明

。
与

单
个

胶
管

一
样

，
使

用
时

有
限

制
，

故
请

务
必

遵
守

下
列

注
意

事
项

。
如

果
未

能
遵

守
这

些
事

项
，

则
可

能
因

胶
管

脱
落

或
流

体
泄

漏
而

导
致

障
碍

。

胶
管

③
 盖

形
螺

母
  
S
C

S
13

（
 相

当
于

S
U

S
30

4 
）

※
盖

形
螺

母
内

表
面

处
理

（
氟

化
乙

烯
涂

层
）

②
 套

管
（

 Ｐ
V

D
F 

）

①
 管

接
头

 S
C

S
16

（
 相

当
于

S
U

S
31

6L
 ）

平
坦

部

施
工

注
意

事
项

  
1.

 切
割

胶
管

时
，

请
与

胶
管

端
面

呈
垂

直
状

态
进

行
切

割
。

  
2.

 应
充

分
保

证
胶

管
长

度
，

以
免

在
接

头
附

近
施

加
胶

管
的

弯
曲

应
力

。

  
3.

 请
确

认
胶

管
已

插
入

到
胶

管
插

入
部

的
末

端
。

  
4.

 　
 警

告
 插

入
胶

管
时

，
请

勿
在

胶
管

插
入

部
表

面
涂

抹
油

等
物

。
将

会
导

致
胶

管
的

脱
落

。

  
5.

 确
认

套
管

的
朝

向
后

，
拧

紧
盖

形
螺

母
。

  
6.

 　
 警

告
 请

拧
紧

盖
形

螺
母

，
直

到
间

隙
消

失
。

如
果

在
有

间
隙

的
状

态
下

使
用

，
可

能
会

因
胶

管
脱

落
或

流
体

泄
漏

而
导

致
事

故
发

生
。

　
　

 　
　

　
在

拧
紧

时
，

应
注

意
避

免
因

为
工

具
打

滑
而

受
伤

。

  
7.

 拧
紧

时
，

请
使

用
“

 活
动

扳
手

（
管

子
钳

）
”

。
请

勿
使

用
“

 管
扳

手
 ”

。
否

则
会

损
伤

盖
形

螺
母

部
。

 　
 在

拧
紧

时
，

应
注

意
避

免
因

为
工

具
打

滑
而

受
伤

。

  
8.

 紧
固

时
，

如
右

图
所

示
，

务
必

要
用

其
他

的
“

活
动

（
可

调
）

扳
手

”
固

定
管

接
头

的
平

坦
部

。

  
9.

 　
 警

告
 紧

固
盖

形
螺

母
时

，
偶

尔
会

出
现

树
脂

或
金

属
的

切
削

粉
（

或
线

状
物

）
。

应
充

分
清

除
后

再
次

使
用

。

10
. 请

勿
用

刀
具

等
划

伤
胶

管
插

入
部

及
套

管
。

11
. 施

工
后

，
请

在
确

认
接

头
部

无
胶

管
脱

落
或

流
体

泄
漏

后
再

使
用

。

12
. 施

工
时

请
务

必
注

意
，

以
免

被
接

头
的

锐
利

部
分

划
伤

。

管
接

头
套

管
盖

形
螺

母

接
头

凸
缘

端
面

胶
管

安
装

步
骤

  
  

  
1.

 T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
是

T
O

Y
O

X
胶

管
专

用
接

头
。

  
  

  
  

 连
接

其
他

T
O

Y
O

X
胶

管
或

其
他

公
司

生
产

的
胶

管
时

，
可

能
无

法
发

挥
或

保
持

产
品

的
性

能
，

  
  

  
  

 本
公

司
对

此
不

作
保

证
。

  
  

  
  

 ※
 适

用
胶

管
因

接
头

而
异

。
请

通
过

产
品

目
录

或
主

页
确

认
。

  
  

  
2.

 接
头

的
最

高
使

用
温

度
为

14
0℃

。

  
  

  
  

 务
必

要
确

认
适

用
胶

管
的

使
用

说
明

书
“

使
用

胶
管

时
的

注
意

事
项

”
(使

用
温

度
范

围
)之

后
，

  
  

  
  

 在
不

超
过

使
用

最
高

温
度

14
0℃

以
及

适
用

胶
管

的
使

用
最

高
温

度
的

情
况

下
使

用
。

并
且

，
应

在
适

用
胶

管
的

使
用

压
力

范
围

内
使

用
。

  
  

  
3.

 在
负

压
下

使
用

耐
负

压
胶

管
时

，
在

有
的

用
途

和
条

件
（

 温
度

、
移

动
等

 ）
下

不
能

使
用

。

  
  

  
4.

 在
接

头
附

近
，

请
勿

在
过

度
弯

曲
的

状
态

下
使

用
本

产
品

。

  
  

  
  

 使
用

时
的

弯
曲

半
径

应
大

于
胶

管
的

最
小

弯
曲

半
径

。

  
  

  
5.

 　
  

警
告

 往
胶

管
内

输
送

流
体

时
，

请
勿

进
行

接
头

的
组

装
、

解
体

作
业

。
有

可
能

会
导

致
胶

管
的

脱
落

、
流

体
漏

泄
等

现
象

的
发

生
。

  
  

  
6.

 在
使

用
期

间
，

请
定

期
检

查
接

头
部

是
否

出
现

胶
管

脱
落

或
流

体
泄

漏
的

现
象

。

  
  

  
7.

 　
  

警
告

 请
勿

使
用

于
下

列
用

途
的

配
管

。

  
  
  
 

  
  
  
  
 否

则
有

可
能

发
生

接
头

破
损

、
胶

管
破

裂
、

胶
管

脱
落

。

  
  
  
 

　
　

  
・

 电
磁

阀
配

管
等

配
管

内
承

受
冲

击
压

力
的

配
管

。

  
  
  
 

　
　

  
・

 对
接

头
部

施
加

振
动

及
冲

击
的

部
位

。

  
  
  
 

　
　

  
・

 使
用

最
高

温
度

超
过

14
0°

C
的

用
途

。

  
  
  
 

　
　

  
・

 胶
管

始
终

承
受

拉
伸

应
力

的
用

途
。

  
  
  
 

　
　

  
・

 使
胶

管
带

电
的

用
途

。
（

有
触

电
危

险
）

  
  

  
8.

 使
用

前
，

请
务

必
进

行
胶

管
内

的
灭

菌
、

消
毒

作
业

。
（

 商
品

出
厂

前
，

未
经

消
毒

处
理

。
）

  
  

  
9.

 请
勿

使
胶

管
或

接
头

内
面

直
接

接
触

流
体

。
如

果
流

体
渗

入
胶

管
加

强
层

或
残

留
在

接
头

部
，

可
能

会
导

致
杂

菌
繁

殖
（

附
着

）
，

胶
管

发
生

老
化

。

  
  

  
  

 还
可

能
会

混
入

外
面

附
着

的
灰

尘
或

胶
管

碎
片

（
加

强
材

料
）

。

  
  

10
. 清

洗
时

，
 请

勿
用

硬
的

刷
子

等
物

擦
拭

。
部

件
表

面
划

破
后

，
有

可
能

会
导

致
杂

菌
的

繁
殖

（
 附

着
 ）

  
  

11
. 请

在
避

开
直

射
阳

光
且

温
度

和
湿

度
较

低
的

场
所

保
管

。

  
  

  
  

  
并

且
，

在
保

管
时

，
应

避
免

异
物

、
灰

尘
进

入
接

头
内

。

  
  

12
. 产

品
的

处
理

应
当

根
据

当
地

区
域

的
要

求
。

使
用

注
意

事
项

关
于

接
头

再
次

使
用

时
和

更
换

胶
管

的
注

意

警
告

1.
 T

O
Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
流

道
（

 内
面

 ）
的

材
质

使
用

S
C

S
16

（
 相

当
于

S
U

S
31

6L
  
)。

  
 根

据
流

体
种

类
不

同
，

可
能

会
发

生
腐

蚀
或

流
体

泄
漏

。
  
 请

在
使

用
前

确
认

（
参

照
产

品
目

录
、

网
页

中
介

绍
的

耐
药

品
数

据
）

或
通

过
免

费
电

话
咨

询
。

  
 关

于
流

体
与

接
头

外
面

的
接

触
，

也
请

进
行

同
样

的
确

认
。

2.
 请

勿
在

胶
管

扭
曲

的
状

态
下

进
行

配
管

或
使

用
。

胶
管

扭
曲

时
，

其
内

部
结

构
会

变
形

，
从

而
导

致
胶

管
“

 破
裂

 ”
，

非
常

危
险

。

  
 请

参
考

以
下

示
例

，
妥

善
进

行
处

理
。

  
  
  
  
  
  
  
警

告
 更

换
胶

管
、

拆
卸

接
头

的
作

业
，

应
当

在
接

头
冷

却
到

常
温

的
状

态
下

进
行

。
否

则
可

能
会

烫
伤

或
损

坏
接

头
。

  
  
  
1.

 想
要

再
次

使
用

T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
时

，
务

必
要

确
认

各
个

零
件

没
有

损
伤

之
后

再
使

用
。

  
  
  
2.

 更
换

胶
管

时
，

必
须

清
除

接
头

表
面

附
着

的
流

体
、

污
垢

，
并

且
必

须
使

用
新

胶
管

。
否

则
可

能
会

发
生

流
体

泄
漏

、
胶

管
脱

落
。

  
  
  
3.

 再
次

使
用

T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
时

，
务

必
要

使
用

新
的

胶
管

。

  
  
  
4.

 更
换

胶
管

时
，

不
要

用
刀

具
等

损
伤

管
接

头
表

面
。

否
则

可
能

会
发

生
流

体
泄

漏
的

现
象

。

  
  
  
5.

 应
当

用
柔

软
的

刷
子

清
除

盖
形

螺
母

、
螺

钉
等

的
垃

圾
、

灰
尘

等
异

物
。

  
  
  
6.

 套
管

出
现

裂
缝

、
破

损
、

变
形

或
变

色
时

，
请

立
即

更
换

为
新

零
件

。

  
  
  
  
 可

能
无

法
充

分
发

挥
性

能
，

敬
请

谅
解

。

  
  
  
7.

 T
O

Y
O

C
O

N
N

EC
T
O

R
 T

C
3-

FS
型

因
使

用
条

件
等

而
异

，
应

以
拆

卸
5次

左
右

为
标

准
更

换
为

新
接

头
。

禁
止

O
K
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 ⑤

 管
接

头
的

六
角

部
，

并
拧

紧
盖

形
螺

母
直

到
间

隙
消

失
。

　
 　

　
 　

如
果

不
固

定
就

拧
紧

，
管

接
头

就
会

一
起

转
动

，
可

能
会

破
坏

管
用

螺
纹

部
。

　
 　

　
 　

（
 请

勿
使

用
管

扳
手

。
否

则
会

损
坏

零
件

。
 ）

　
 　

　
 　

　
 注

意
 如

果
不

充
分

拧
紧

，
有

流
体

泄
漏

和
胶

管
脱

落
的

危
险

性
。

　
 　

　
 　

　
 注

意
 紧

固
盖

形
螺

母
时

，
偶

尔
会

出
现

树
脂

或
金

属
的

切
削

粉
（

或
线

状
物

）
。

应
充

分
清

除
后

再
次

使
用

。
　

  
  
  
 ⑥

 请
使

用
市

售
卫

生
夹

来
固

定
配

管
。

　
 　

　
 　

将
胶

管
安

装
到

配
管

上
时

，
请

注
意

勿
使

胶
管

扭
曲

。

  
  
  
4.

 配
管

内
的

清
洗

作
业

…
请

务
必

实
施

。

　
  
  
  
 ①

 连
接

好
各

配
管

后
，

请
清

洗
配

管
内

部
。

　
  
  
  
 ②

 清
洗

后
，

应
确

认
接

头
的

盖
形

螺
母

是
否

松
动

，
松

动
时

应
拧

紧
。

※
 各

种
胶

管
的

安
装

方
法

相
同

。

③
 为

了
避

免
套

管
错

位
，

一
边

用
手

按
住

，
一

边
将

胶
管

朝
着

管
接

头
凸

缘
端

面
深

深
插

入
。

　
 （

 插
入

胶
管

后
，

前
后

摇
晃

套
管

，
确

认
是

否
晃

荡
等

。
如

果
晃

荡
等

，
则

说
明

未
充

分
插

入
胶

管
。

　
　

  
插

入
胶

管
，

直
到

套
管

的
晃

荡
消

失
为

止
。

 ）

④
 将

盖
形

螺
母

拧
紧

到
用

手
的

力
量

固
定

的
程

度
。

警
告

…
 表

示
可

能
导

致
死

亡
或

重
伤

的
危

险
状

态
。

例
1）

配
管

时
胶

管
的

扭
曲

禁
止

例
2）

弯
曲

时
的

扭
曲

扭
曲

O
K
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认
证

○ ×

接
头

凸
缘

端
面

无
间

隙

接
头

凸
缘

端
面

有
间

隙

胶
管

插
入

部


